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【校長室より】 

 

『熱血星野監督に学ぶ』 
 
 

 ある新聞の投稿が目に留まった。「昔を引き合いに出すわけではないが、子どもにとってお巡りさ

んと先生は『絶対的存在』であった。親に『先生から怒られた』と言えば、おやじから大目玉を食

らったものだ。熱血先生が思いきり子どもたちにぶつかることができる学校の復活を願う。」 
 

 時代の流れなのでしょうがないと変に納得しようとしている自分がいる。昔は熱血先生や型破りな

先生は学校や地域でも認められていたが、近頃は様子が違う。結局、恐る恐る仕事を熟し無難に枠の

中に納まりがちになってしまい、名物教師と言われる存在が尐なくなった。これは教員に限ったこと

ではなく、家庭においても雷親父とか地震・雷・火事・親父といった表現をほとんど耳にしなくなっ

た。学校でも叱られ家でも叱られ、子どもたちはたまったものではなかっただろうが、それでも逞し

く立派に育ったものだ。そこには、師弟、親子の関係が「情」でつながっており、ゆるぎない信頼に

裏打ちされていたからである。 
 

 こう考えながら、私の頭にすぐさま浮かんできたのは、先月号に続き野球の話題となるが、３年前

に亡くなった星野仙一監督である。プロ野球中日のエースとして「燃える男」、中日、阪神、楽天の

監督では「闘将」と呼ばれ、２０１３年には楽天を初の日本一に導き、東日本大震災被災地を勇気づ

けた。選手としては、闘志を燃やし気魄を前面に出して打者をねじ伏せた。監督としては、勝負を逃

げての四球や被弾を嫌った。躊躇や引き下がっての失敗、無難、怠慢、単純なサインミス等、次につ

ながらないミスは、どんな小さなことでも許さなかった。 
 

 しかし、その厳しさの裏には期待や優しさとユーモアがあり、言葉の端々からぬくもりが伝わる人

だった。「後方支援する奥さんや家族がいてこそ全力でプレ－できる」と、選手の家族、特に夫人の

誕生日には花束等を贈った。打たれた投手には必ずリベンジのチャンスを不えた。打てなかった打者

もまた使った。勝負に徹しきれない優しさが垣間見える。引退した選手の再就職先の面倒も見た。期

待に応えた選手をめいっぱい抱きしめて迎える光景が、「指導力があり、自分を育ててくれる」とビ

ジネスマンからも「理想の上司といえば星野仙一」が定着した。選手のロッカ－ル－ムのボードに書

かれた「決起」集会の文字を茶目っ気たっぷりに「血気」と書き直したりもした。 
 

 星野監督の好きな言葉は「夢」だった。「かなわないと思ったら、そこで終わり。挑戦し続けるか

らこそ人生の価値がある」と野球にすべてを注ぎ体現してきた。「俺の親父は俺が生まれる２ヵ月前

に死んだからできなかったけど…。親子でキャッチボ－ルほど、子どもの成長や精神状態がわかるコ

ミュニケーションはないよ」心にしみる言葉である。 
 

 この時世だからこそ、星野監督に学ぶべきことがたくさんあるように思う。学校に限らず、社会全

体が連携し、信頼し合うことで、子どもたちと自然に喜怒哀楽を共感できる瞬間を育んでいきたい。

時には一生懸命を一所懸命にして、その度ごとに「ほめるときは一所懸命にほめる」「叱るときは一

所懸命に叱る」関係を構築したいものだ。 
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       体育祭を終えて        体育祭実行委員長 北川万裕子 

一人ひとりの個性が煌めく体育祭にしたいという願いを込めた「彩煌」のテーマのように、縮小開催の中でも素敵な

笑顔がかがやく体育祭を実施することができたこと、本当にうれしく思っています。また、新型コロナウイルスの感

染拡大の状況下で開催にご尽力いただいたすべての先生方、地域の皆様そして成長した姿を見せることはできません

でしたが、応援してくれた保護者の皆様へ感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

五高祭を終えて        五高祭実行委員長 竹中真琴 

今年度の五高祭は『ＷＡ～120＋1のキセキ～』をテーマに準備してきましたが、他の行事と同様に新型コロナ

ウイルスの影響で通常開催とはいかず、体育祭との同日開催で、内容を縮小して行いました。今年こそは通常開

催を目指していただけに、縮小開催が決まったときは、正直なところ残念な気持ちでいっぱいでしたが、厳しい

状況の中、中止にならず何とか開催できたことはよかったと思います。当日は文化部や有志団体による展示、リ

モートによる動画鑑賞のほか、五高生全員で作成したモザイクアートの展示で五高祭の雰囲気を盛り上げてくれ

ました。準備に関わってくれた皆さん、厳しい準備日程にもかかわらず素晴らしい作品を披露していただきあり

がとうございました。また、様々な場面で五高祭の開催に尽力してくださった皆さん、本当にありがとうござい

ました。来年こそは本格開催ができることを祈っています。 

 第７０回体育祭・五高祭 

 去る１０月５日（火）、第７０回の節目を迎える体育祭が開催されました。本年度は、新型コロナウイルス感染

症の影響で２度の延期を余儀なくされる中、昨年度以上に種目を削減しての実施となりましたが、無事に終了する

ことができました。短い準備期間で創り上げた３年生の団別演技や見事な応団幕、また各団の応援合戦と高校生ら

しい、はつらつとした演技を全校生徒が観覧する形式で行われ、通常開催とはまた違った感動を得ることができた

と思います。生徒が創り上げる、生徒が主役の五島高校伝統の体育祭が実現でき、大会スローガンでもある「彩

煌」にふさわしく、記憶に残る素晴らしい体育祭でした。 

 また、今年度の五高祭は、『ＷＡ～120年＋1年のキセキ～』をテーマに開催しました。新型コロナウイルスの

影響で例年通りの開催とはいかず、短縮日程に加えてリモート開催で文化部の作品展示や動画の配信が行われまし

た。それぞれ日ごろの活動を作品として形に残し発表を行いました。リモートによる動画視聴する生徒たちも日頃

の仲間の活動に創り出す『文化の力』の素晴らしさを感じることができたようでした。 

大学入試共通テスト100日前集会 いざ勝負の時期へ 
１０月7日（木）に３学年ＰＴＡおよび大学入学共通テスト１００日前集会が行われました。平日にもかかわ

らず数多くの保護者の方々が同席して下さいました。大変感謝しております。保護者の方の代表挨拶では、日

頃から生徒達を見守っている家族としての愛情が感じられ、会場全体が感動に包まれました。生徒代表とし

て、１組佐々野華帆さん、３組小嶋和希君が力強く決意表明を述べてくれました。これからの１００日間をど

う捉えるか、できることは多くあります。計画を立てながら、生徒・保護者・教員が三位一体となって、残さ

れた受験勉強の日々を頑張っていきましょう。 
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第４８回戴帽式 
令和３年度１０月１２日（火）メモリアルホールにて、第４８回戴帽式を実施しました。 

本年度は、新型コロナウイルス感染予防のため例年より出席者を制限させていただきましたが、来賓並びに家族

に見守られながら、ナイチンゲールの「命の灯」を引き継ぎ、翌日からの病院実習に向け決意を新たにしまし

た。 

一 私たちは、医療の現場に立つ者、患者様の命を預かり支える者として、自分の言動に責任を持ち、命と真剣 

  に向き合う務めを全うします。  

一 私たちは、学ばせていただくことに感謝し、素直な心で多くのことを学び、慈愛に満ちた看護を追求しま 

  す。  

一 私たちは、どんなに大きな壁が立ちはだかっても、丌屈の精神で仲間と協力し、笑顔が絶えず信頼される看 

  護師を目指し、皆一丸となり、精進していきます。  

一 これから出会う沢山の患者様、実習指導してくださる五島中央病院の皆様、これまで深い愛情でご指導頂い 

  た先生方、いつも私たちの傍で見守って支えてくれる家族、そして、今日まで同じ目標に向かい共に切磋琢  

  磨してきた仲間への感謝の気持ちを忘れず、二十三名全員で一年間の病院実習に持てる全ての力を使い、取 

  り組みます。  

この誓いを胸に、これから一年間の実習を通して大きく成長していきたいと思います。式にご参列いただきまし

た来賓並びに保護者の皆様には心よりお礼申し上げます。 

２学年バラモン中間発表会 
１０月１３日（水）５・６校時に２学年バラモン中間発表会が行われました。本発表会は、１１月２日（火）のバラ

モンプラン発表会の代表を決める発表会であり、１学期より準備してきた探究活動の成果を発表しました。アドバイ

ザーとして五島市役所より２２名もの方が来校され、アドバイスや講評を頂き、有意義な時間を過ごすことができま

した。今回の発表会では、1人1台パソコンを用いてPPTによるスライド作成や、発表の採点がTeams上で行なわれ

るなど、探究活動におけるパソコン利用の可能性の広がる発表会となりました。 




